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3次元CADを利用した製図教育支援に関する研究
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A Study on the Drawing Educational Support with Three-Dimensional CAD

Masayuki FU」 II, Satoru OKANOllCHI and Satoshi KIKYOU

Abstract

This study aims at drawing educational support with a three-dirBnsional CAD. Our college offers
mechanical drawing in the curriculun In the basic class the three-dimensional CAD is used for the purpose

of understanding the third angle projection, and of drawing objects in the advanced class. Finally, a

presentation is made by means of using various kinds of sarples, which were drawn by Three-dimensional CAD

in the basic class. l{e report the results of questionnaires and util ities with Three-dinensiornl CAD for drawing

educat ion.
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1.  は じめに

コンビュー タの高性能・高機能化に伴い,製造業

の設計・製作に CAD/CAM(Computer Aided
Design/Computer Aided Manufacturing)が導入さ

れ る よ うにな ったこ さらに,近年 では CAE
(Computer Aided Engineering)を 活用することに

より,製品のリー ドタイム短縮,性能や品質の更な

る向上を図るため, 3次元CADが 導入されつつあ

る。

本校の製図教育では機械製図を学習 しているが ,

導入段階においては 3次元CADを 利用 して第三角

法の理解を深めること,応用段階においては 3次元

CADの 利用ができるようになることを目的として ,

製図教育支援に関する教材を試作 した。その教材を

用いてプレゼンテーションを行い,ア ンケー トを実

施 したので報告するc

2.  調査

新入生の図形認識能力を確認するために,提出さ

れたレポー トから以下の項目について調査し, 4段

階のレベルに分けたc対象は平成 16年度入学の電

子機械工学科 1年生 (41名 )を対象としたc

三面図から正しい立体 (等角図)を選択できる

三面図に不足している線を書き足すことができ

立体 (等角図)の三面図を描くことができる

例えば,① 三面図から正しい立体 (等角図)を

選択できるという項目では,第三角法の図に対応す

る立体を選び,アルファベ ットを〇で囲みなさいと

いう出題を行つた (図 1参照)c評価の基準は,3問
正解者が「良く理解できている」,2問正解者が「ほ

ぼ理解できている」,1問正解者が「あまり理解でき

ていない」,全問不正解者が「理解できていない」と

したc

:「中
1き

〕〔i`

「 
｀
電ダ9

】日

三:豊〕

‐
世
司
一

己

」
∃
ト

ー‐‐

①

②

る

③

´́́「ｒ
．ィ

＞
・′イト
ノ

（
二
１

叩
（叩

10‐
9

1;氏

〔,1〕
'01ち

図 1 新入生の図形認識能力の問題

Ⅲl電子機械工学科 '2大阪ガス株式会社 2005年 9月 30日 受付
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3.

図 2に新入生の図形認識能力の調査結果を示す。

この結果から,②および③に関連 した教材を 3次元

CADで 重点的に試作 した。教材は教科書および参

考資料に登場する品物とした。その結果を元に,新
入生が苦手としている箇所に対する教材を 3次元C
AD(Solid Works)で 試作 した。

■よく理解できている   口ほぼ理解できている

日あまり理解できていない 口理解できていない

図 4 ソリッドモデルから作成 した三面図

4.  プレゼンテーションとアンケー トの結果

平成 16年度入学の電子機械工学科 1年生 (41
名)を対象に 2次元CADと 3次元CADを 用いて

10分ずつ計 20分間のプレゼンテーションを行っ

た。その後,以下の 6項 目についてアンケー トを実

施 し, 5段階で回答を得た。

(1)三面図が分かりやすい

(2)立体をイメージしやすい

(3)立体と二面図の関係がわかりやすい

(4)授業に積極的に取 り入れてほしい

(5)2次元・3次元CADに 興味がある

(6)2次元・3次元CADを 扱えるようになりたい

図 5～ 10はアンケー トの結果である。 (1)三面

図が分かりやすい,(3)立体と三面図の関係がわか

りやすいという項目で 3次元CADの 評価が高いの

は,図 4に示すような 「ソリッドモデルから三面図

を作成する機能」力`高く評価された結果であると思

われる。

(2)立体をイメージしやすいという項目では ,

圧倒的に 3次元CADの 評価が高い。 3次元CAD
には試作 した品物を回転させ,品物を見る視点を変

えることができる機能が高く評価された結果である

と思われる。

(4)授業に積極的に取 り入れてほしいという項

目では, 2次元CADも 3次元CADも 高い評価を

得ている。

(5)2次元。3次元 CADに 興味があるお よび

(6)2次 元・3次元CADを 扱えるようになりたい

という項 目では, 2次元CADよ りも3次元CAD
のほうがやや高い評価を得ているが,CADに 対す

る関心が高いことを伺い知ることができる。

図 2 新入生の図形認識能力

教材の試作

図 3は教科書 [1][2]に 登場す る品物をソリッドモ

デルで作成 した例であ り,図 4は ソリッ ドモデルか

ら三面図を作成 した例である。 3次元 CADに はソ

リッドモデルから三面図を作成する機能があり,②
および③の理解度を高めることに応用できると考え

ているc

製図教育の支援を目的として,教科書および参考

資料に登場する品物を合計63個作成した。試作し

た教材は 3学科の製図教育において利用していただ

くことを考えている。さらに,毎年①～③の図形認

識能力を実施し,理解度の向上につながったかを評

価したいと考えている。

図 3 試作 した ソリッ ドモデル
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図 7(3)立 体 と二面図の関係 がわか りやすい

良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い

評価

図 5 (1)三 面図が分か りやすい

良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い

評価

図 6(2)立 体 をイ メー ジ しや す い

良い  やや良い  普通  やや悪い  悪い

評価

8(4)授 業に積極的に取 り入れてほしい
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図 9(5)2次 元。3次元CADに 興味がある
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図 10(6)2次 元 。3次元 CADを

扱えるようになりたい

平成 16年度の中期計画に関わる予算に申請 し,

「製図室の環境整備」を行つた。平成 17年度はさ

らに継続申請 し, ソフ ト面の充実を計画 している。

各科の設計製図担当教官の協力を得て,以下のよう

な教材の共有を計画 している。

(1)授 業で配付する図面の模範解答の共有化

(2)プ レゼンテーションに用いるソリッ ドモデ

ルの充実

(3)公 開講座にも応用できる教育メニューの開

発

5。  まとめ

3次元CADを 利用 して教科書に登場する品物を

ソリッドモデルで 63個作成 した。そのモデルを用

いて,プ レゼンテーションを行つた結果,高い関心

があることが分かつたc今後は,授業に積極的に導

入 し,製図教育に役立てたいと考えている。
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